


■

20年間で
4,212件

7,348件



鬼怒川

決壊箇所

鬼怒川 決壊箇所



日本付近のプレートの模式図 日本付近で発生した地震の分布図1960年～2011年



２. 被害状況

１. 発生状況



～災害の歴史からの教訓と最新データによる未来予測～



（2016年10月３日台風18号）
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国際連合広報局
資料より作成

防災・減災教育



災害被害のリスク＝ HVE/C

Hazard
外力(誘因)

Vulnerability

脆弱性(素因)

Capacity

対処能力

Exposure

(暴露)× ×



東京大学 及川幸彦

Stage

Step

Mechanism

Step

Linkage

Step

Action

Step

Recovery

Ability
Knowledge & Awareness 

for Mechanism

Recognition of Influence & 

Relation

Action for Response & 

Preparedness for Mitigation

Creativity and Collaboration 

for Recovery & BBB

Content Mechanism of disaster Influence on society & life Mitigation and Adaptation

(BBB)

Build Back Better

BBB

N

ESD

 Scientific

 Environmental 

/  Socio-

Economic

 Social

 Economic

 Cultural

  Infrastructure

 Management

 Wisdom, Skill

 Economic

 Cultural

 Spiritual



自助（Self-help）
判断・行動

共助（Mutual-help）
連携・協働

公助（Public-help）
ガバナンス

自分の身を守る力

共に助け合う力 行政との連携

及川作成



https://www.youtube.com/watch?v=WrSIfiTYR8s

https://www.youtube.com/watch?v=WrSIfiTYR8s


及川作成



9月：被災地で
の実践的な研
修（気仙沼市）

9月～2月： 各
校での減災教
育の実践

2月10日（金）：
活動報告会
（東京）

2月11日（土）：
減災教育
フォーラム
（一般公開）
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◆プログラム実績（2014～22)

◇参加学校数      216校
◇参加教員数      293人
◇全参加者数 72,904人(～21)

（児童・生徒：40,640人、教員・保護
者・住民：32,264人） 及川作成



1. ESD/SDGsを理念とした減災教育の理論の研修

2. 減災教育のカリマネや校内体制等の実践手法

3. 東日本大震災の被災地の視察による実感的な学び

4. 小・中・高の発達段階に応じた授業づくり研修

5. 減災教育で育った生徒・教師たちとの対話と学び

6. 地域や関係機関との連携構築（N助）の手法

7. 全国の教員との地域・校種を越えた交流と発信



①ESD/減災教育の理論の研修 ②減災教育のプログラム開発の手法



中学生による語り部 震災遺構・旧気仙沼向洋高校の視察



中学生の小学生への防災教室の参観 地域と連携した防災マップ作りの参観



階上中学校の防災の取組の発表 参加者と階上中学校生徒の対話・交流



N助についての解説 N助による防災・復興マップ作りの授業



学びを深め合うワークショップ 学びを共有するグループ発表



令和5年2月10日（金）東京
活動報告会（非公開）

1. 講義『東日本大震災から学ぶ減災
教育の視点』

2. 『助成校による実践発表』実践発
表・意見交換

3. 『研修の成果と課題を今後に生か
す～』全体協議

4. 『1年間の総括と今後の展望』総括

令和5年2月11日（土）東京
減災教育フォーラム（公開）

1. 講演『令和2年７月豪雨災害からの
教訓（仮）』

2. パネル『減災教育を地域に広げ、未
来につなげる』

3. 事例発表『全国の減災の学びを学校
や地域にいかす』

4. 事例発表「全国の減災の学びを自分
たちの学校や地域にいかす」



アクサ ユネスコ協会減災教育プログラムの評価

減災教育プログラム全体の評価 減災教育フォーラムの評価
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主催：公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟

共催：気仙沼市教育委員会

協力：アクサ生命保険株式会社、奈良教育大学ESD・SDGｓセンター

後援：文部科学省

プログラム コーディネーター：及川幸彦氏(日ユ協連理事、奈良教育大学 准教授)

・講師：上田和孝先生(新潟大学工学部付属工学力教育センター准教授、特活 SEEDS Asiaアドバイザー)

・ファシリテーター：嵩倉美帆氏(笹川平和財団 海洋政策研究所 海洋事業企画部海洋教育チーム研究員)

・研修協力：気仙沼市教育委員会、認定特定非営利活動法人 SEEDS Asia、気仙沼市立階上小学校、

                  気仙沼市立階上中学校、宮城県多賀城高等学校、気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館

【研修プログラム】

１．講義『東日本大震災の教訓を未来につなぐ～大災害で生きた教育の力』（及川）

２．講義『持続可能な社会の創り手を育てる減災教育～ESD/SDGｓの視点からの減災教育の
   方向性とカリキュラムマネジメント』（及川）

３．視察『『被災地区の証言から学ぶ』（杉ノ下慰霊碑視察）

４．視察『震災遺構(被災校舎・気仙沼向洋高校旧校舎)』(気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館）

５．授業視察『小学校における防災・減災教育の実践』（気仙沼市立階上小学校）

６．視察と対話『中学校における防災・減災教育の実践』（気仙沼市立階上中学校）

７．講義『多賀城高校の防災・減災・伝災学習』（宮城県多賀城高等学校）

８．講話『復興における気仙沼市教育の取組』（気仙沼市教育委員会 教育長）

９．講義『防災・減災教育におけるN助の必要性～地域や外部とのネットワーク』(上田)

10. ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ『研修成果の共有と今後の展望～3日間の研修のまとめと共有～』

第９回減災教育の教員研修会を被災地の仙台、気仙沼で２泊３日で開催

第10回減災教育教員研修会は、2023年９月２１日(木)～23日(土)に宮城県仙台市・気仙沼市で開催予定

2022年度助成校(25校)の教員25名、2021年度助成校教員の希望者12名 計37名

※新型コロナウイルス感染拡大防止の対策を取りながら、3年ぶりに気仙沼で開催。

※小中学校の授業視察は、対面訪問とオンライン中継の ハイブリット形式で実施。

階上小児童の防災マップ作成発表の様子

【参加者の声 ～アンケートより抜粋～】

〇被災地の方々の話を直接聞き、遺構を視察
することで震災を肌で感じることができた。
合わせて質の高い研修を受けたことで、自校
の取り組み改善の見通しを持つことができた。

〇オンラインではなく、対面で足を運んで見
る、学ぶ意義は大きい。実際に学校を訪問し
て生徒の姿を直に見て、防災の次元を超えて、
教育の原点、本来あるべき姿と肌で感じるこ
とができた。



1．教育的ニーズに応じた自主的・実践的な研修

→悉皆・強制・教育委員会主催ではない自由かつ自主的な研修

2．各校・各地域で減災教育を実践的に推進するための研修

→各校や地域で減災教育を実践・推進できる中核となる教員の育成

3．理論から実践、学び合いを支援する包括型研修プログラム

→研修・助成・実践・共有・発信の過程を保証する包括的プログラム

4．多様な主体の協働による画期的なN助型研修プログラム

→多様な主体の参画と協働により実施する「N助」(Network)型研修プログラム
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